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１ コミュニティー・スクール（CS）推進委員会委員長より 
２ 学校長より（平成 31 年度学校運営方針について） 
  来年度から海老名市では、３・４年生の外国語活動と５・６年生の外国語科が先行実施

されます。４月第１回目の会議で学校教育課程の承認を行います。それに伴い、３月上旬

までにご意見がある場合は学校までご連絡いただけたらと思います。 
 
３ 社会に開かれた教育課程について 
  配付した資料は決定した内容ではなく、視点を定めて教育活動を実施するために提案

したものです。第８回協議会で教育の視点を決めたいと思います。海老名市学力状況調査

の結果からも、地域に対する愛着・誇りが低いというデータが示されているが、東柏地区

は１割以上も上回る回答が得られています。 
 ・新しいものを提案するよりも現在実施するものを深めた方がよいのではないか。 

 ・子ども会との連携も過去はあったが現在は人数の減少に伴い関わる機会が減っている。

表面上の理由として子どもの習い事だが、本音は保護者が役員をやりたくないのでは。

保護者の考えが変化していかないと、子どもは親の意見で動いてしまっているため発

展は厳しいのではないか。 
 ・地域に愛着をもつことの原点は「人のつながり」。PTA などは現状拘束時間が長い。ま

ずは、１回参加することから土台を広げ、保護者同士、地域と保護者を繋げていくこと

が必要。そうすれば参加しやすい環境が築けていくのではないか。 
 ・子ども会の中でも人を集めたい。子どもと共に活動を考えていけば、参加意欲も喚起し

ていけるのではないか。子どもプロジェクトのような形で子どもに活動を提案させる

のもよいのではないか。 
 ・郷土愛を高めるために綾瀬では地域カルタを行っている。 
 

育む力の視点として、「地域愛・考える主体性・挨拶」があげられる。 
これらに焦点をあてて考えたときどのような活動ができるのかを来年度の第１回学校

運営協議会で改めて協議したい。 
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４ 平成 31 年度主な学校行事予定 
 「大きな変更点」 
 ・３～６年生の外国語活動の時間が増加します。 
 ・来年度は 11 月の時数カットがありません。 
 
５ 三世代交流「とうはくコミコミ合唱団」について 
 ・三学期の実施（1／22、2／12 に実施）の反省と次回に向けて（3／12 に実施） 
  参加者は非常に喜んでいる。NHK の復興ソングとして「花は咲く」が浸透しているの

でよいのではないか。 
 ・発表をしていくのか、NHK に応募するのか、来年度の活動を追って決定をしていく。 
 
６ 来年度の学校運営協議会について 
・配付した年間計画表の中に日付・時間が赤字で示されています。 
① ４月５日 ②５月２７日 ③７月２４日 ④８月２７日 ⑤１０月２日  
⑥１１月２７日 ⑦３月２日  
 
現在では、以上の日程を予定しておりますが、都合の悪い日程等がございましたら初回

の会議の際にお知らせいただきたいと思います。また、時間帯については変更する場合

がありますのでご承知おきください。 
 

 ・学校運営協議会と学区連絡協議会の連続した会議を今年度実施しました。 
  「地域の意見として」 
  ・１日に済むと仕事の関係上都合がよい。 → 来年度も連続して実施 
 
７ その他 
 「離退任式について」 

・昨年度までは次年度に実施していた離退任式を、今年度から年度内に実施することに決定

しました。３月２２日に各家庭に離退任する教員の名簿を配付します。また、６年生のご

家庭には学校メールを活用してお伝えします。地域の方にも何らかの形式でお伝えしよ

うと考えていますのでよろしくお願いします。 

・過去の子ども 110 番の経験からも連携が図れていないため、民生委員、学校、地域が繋が 

っていくことが難しい現状がある。学校に来る機会が多いからこそ子どもが駆け込める家 

だと認識することになった。 

 「教育支援課 五十嵐指導主事より」 

・全国学力状況調査の資料を配付しました。市として学力の調査を実施しております。変更 

点として問題の形式が変わっています。計算問題だけではなく、計算を活用して解くこと、 

つまり学んだことを活かして問題を解くという内容になっています。 


